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会Jまでの学習活動を分析し、生徒の儒人追究課題の形成過程を明らかにする。それを通して、問

題意識の形成に関号している要因について考察するO

2. 続究対象の譲要

2 -1. 2002年度高 1「総合人間科jのね己い＠テーマ＠

高校での「総合人間科Jは、 1年生で f自己発見ム 2年生で「自 3年生で「自己実現J

をねらいとして実践されているO このうち 1年生の「自己発見Jとは、学校測のとらえ方によれば、

f自己の存在意識を社会の中で実感させ、学ぶ楽しさを経験させることjわである。これをねらいと

する

クな

l年生では、学年テーマとして「生命と環境Jが設定されている。学年テーマに関わって、

とりが告分の興味関心をもとに偲人追究課題を設定し、 1年間をかけてフィールドワー

して追究をする九すなわち、学留形態は 1年間を通した個人研究が中心となる。

は、以下の通りである。まず前期（ 4月から 9月）は、個人追究課題を決定し研究計画

る持期であるO 5月に行われる林間学校でのクラス詩論会などを通して、自己の問題意識を模

るO それを個人追究課題として整理するO そして、夏休み前にはクラス内で、各人が何を個人

としたかについて口頭で発表するO 夏休み中は、文献などで清報収集するO

(10月から 3丹）の活動の中核はフィーノレドワークであるO フィールドワーク先を検討しア

ポイントメントをとるO そして、施設（大学、病院等）へ出かけ、聞き取り調査を行う。事後には

。また、冬休みが明ける

、研究論文を作成するO 最後に、 し、 ることとなる。

とする 4月11日のオリエンテ…ションから、 7月113の f個人追究テーマ

と、個人追究課題の決定に関与すると考えられる活動との関係を、フ

ローチャートにまとめたものである。

4月11日のオリエンテーションでは、高1の「総合人語科Jについてガイダンスが行われ、表 l

したがい、学年テーマや目課、年間計画、また林関学校の競要などが説明された。

4月25臼の授業ではゴールヂンウィーク中に行う課題が出されている。学年テーマである「生命

表1 2002年度高 1「総合人間科Jのテーマ＠自擦

① メインテーマ 「生命と環境J
② サブテーマ 「つながり＠誌がり＠生き方を求めて」

(1) 「生舎と環境Jを軸にして、興味＠関心iこ基づく学習活動（FW等）と学び合いを還して、

自然や社会とのつながりを実感する。……自己発見

(2) 各自がテーマを設定し追究する中で、自弓学習力を養成し、「学び方Jを学ぶ。

自分の関心や適性に自を向け、進路を考えるきっかけとする。……自己拡大

自己実現

③ 学習方法と形態

錯人研究＠指導教官制を基本とし、諜ベ学習、フィーノレドワーク（FW）、レポート、

集録作成、発表＠討論（パネ jレディスカッション）を行う。

(2002年 4月11日 第一部「総合人間科」生徒配布資料より）
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新聞記事のテーマから、その時点での問題意識の方向性をとらえることができる。また、「5/30ア

ンケートjにおいては、その段階での偲人追究課題を確認することができるO 「7/11個人テーマJ

においては、本人が最終的に決定した個人追究課題を確認することができる。これらの資料の分析

と個人研究計画書での「研究の動機＠ねらい」とインタビュー結果を分析することを通して、開題

意識の形成のあり方とそこに関与する要留を明らかにすることができる。

3.趨人追究課題決定までの内容の変遷過程の分析

本章では、前述した 3つの資料を用いて、個人追究課題決定までの内容の変遷過程を分析するO

3 -1. テーマ内容のカテゴリ一分析

凡／25新毘課題J、九／30アンケ一日、「7/11個人テーマjでは多種多様なテーマがあげられ

た。これら、言葉で記述されたテーマを、内容面から互いに類似するものをまとめて整理したとこ

ろ、「健康と医療j、「自然、環境ム「遺伝子」、「子育てム「事件と人命J、「その他」、「未提出＠未記

入」の 7つのカテゴリーに分類された。一例として、表2に「7/11個人テーマj をカテゴリーに

したものを示す。

たテーマにも

とづき、 6名

がノfネリスト

として発表

ヰ／25新聞課題 7 I 11錨人テ…マ

九一一附討ス－フ

れ

ク

流

校
の

μ子

業

問

授

林口

｛麗人追究書室題決定までの

学習履援

図1 個人追究課題決定までの設業の流れ
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表 2 「7/11鶴人テーマJのカテゴリ一分類

縫壌と襲警護

「再生医壌についてj

f靴と足の縫接J
f薬と命j

f薬剤の開発J

f薬の製造されるまでとその効果J

f薬のでき方j

fスポーツ栄養学j

f麟器を見るj

f片頭痛j

「凱についてj

「自殺とマッサージと薬J

「スポーツと欝筈j

「精神病J

「骨～体を支える各部分と病気～J

「安楽死」

「人と音楽j

「性向一性関警J

自祭環境

「環境問題、自然災害、森林j

fリサイクル。ゴミ処分場j

f地球温暖化j

「地震、妨災、東語大地震J

「飛行機の燃料、ガスJ

「自然と人関J
「地球温暖化と南糧生態系への影響J

選缶子

「品議改良j

「バイオテクノロジー（品薄改良）J

f違長子組み換え技能J

「クローン技指の可能性J

「クローン人間と人権についてJ

子育て

f未熟児J

「乳児の鍵践と食事j

f親子の持j

「なぜ少子化は現象し続けるのかj

寧持と人舎

「自殺の髄値J

その勉

「教育に見る女性関題J
fナノマシンj

「メディアと人々の生活の結びつきJ

「笑～わらい～」

国2＇立九／ 25新関課題ム「5/30アンケートム「7/11偶人テーマjを通してのテーマ

したものであるO この留において、数値は各カテゴリーにj寵する人数を示している。さらに

よるカテゴリー間の変遷を表しており、その矢印の太さは該当する変遷パターンの

している。

なお、日／30アンケートJでは、追究したいテーマを複数あげている生徒もおり、カテゴ 1）ーが

2つにまたがっているケースがある。その場合、 2つのカテゴリーのそれぞれに0.5人とカウント

して数を加えているO また、日／25新開課題Jにおける「未提出 e 未記入Jとは、

あった者を示し、日／30アンケートjにおける「未提出＠未記入jとは、すべてアンケー

トに誌答えたものの当該項毘の自答が未記入であった者を示している（「5/30アンケート」は、
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襲警健壊と医穣欝自然環境璽遺伝子爵子育て悶事件と人命翻その他己未提出・未記入

4 /25新聞課題

5/30アンケート

7/11錨人テーマ

。 45 

菌2 テーマ内容の変遷

3つの時期ごとにカテゴリーの該当人数をみると、凡／25新開課題Jでは、「自然環境Jを

も多い（40名中12名）。また、次に多いテーマが「遺伝子J( 7名）である。

紅は、その後の授業での話し合いの結果、林間学校でのクラス討論のテーマが「クローンJに決

したことにもみちれるように、生徒の関心が高いものであるといえるG 次に f健践と医療J( 6 

と人命J( 4名）、「子育てJ( 3名）と続く。

日／30アンケーけでは、林間学校終了の段階でクラスの40名中日名の生誌が「未記入jであ

り、この段階で個人追究課題を決定していない。また、は／25新聞課題Jでは最も多かった「自然

環境Jが12名から 4名と、 3分の lに激減している。いっぽうで、 2番目に多かった「遺伝子Jを

テーマに選んだものは、 7名から 8名へと微増している。これはおそらく、林間学校でのクラス討

論が「クロ…ンJをテーマにして行われたことによって、生徒の中で関心の高い問題となっていっ

たためだと考えられる。九／25新開課題Jiこ比べて 15/30アンケートjにおいて最も増加してい

るのが、「健康と医療J( 6名から10名）であった。

「7/11悟入テーマJでは、「5/30アンケートJより「健康と医療」がさらに8名増え18名になっ

ている。また、前段階では半数以下に減った「自然環境Jが、 4名から？名へと増加し、 2番呂に

多くなっているO 逆に、前設階では人数が増加した「遺伝子Jは、「7/11個人テーマJでは、 8名

から 5名と約半数に減少しているo さらに凡／25新関課題Jでは 4名いた「事件と人命Jも、日

/30アンケートJでは2名、「7/11個人テーマJでは 1名と、時間経過とともに減少している。九

/25新開課題jで「事件と人命jが選ばれたのは、おそらく、新聞には事件人命に関わる

く掲載されており、強く印象に残るからであろう。

次に、矢印に注告して圏を見ると、始点と終点が異なるカテゴリーへ遷移している場合が多いこ

とがわかるO 偲人追究課題の決定までの、問題意識のゆらぎを示している。ただし、特に、「4/25
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し主1 とl立

あったのであり、その

していなかったこと しているとみなせるので、そのこと

したパターンとした。

パターンAl立、 3つ

パターンB誌、①と

した。この 2名l立、

られる。

パターンCl立、①と

した。②と

える。

パターンD辻、①と

しており、

とみなせるもの、またあるいは、②の内容が③の内容と

しfこO

ターンCに近し io しかし、パターンCと

と していっているが、②でい。すなわち、②における

までには歪らず、そこ 1カまあるといえる。
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ノマターンEは、①と②の内容は同等とみなせるが、②と③の内容は異なるものを示しており、 2名

が該当した。①と②の内容が同等であることから、そこに問題意識の連続性がみられるが、③での

最終的な、個人追究課題までは連続していない。したがって、②と③の間で、問題意識に大きな変

化があったと考えられるO

ノfターンFは、①、②、③の内容とも異なるものを示し 5名が該当した。このパターンは、他の

ノマターンと比較して、最も問題意識に揺らぎが大きいといえる。

パターンGは、①と③の内容が異なり、②が未記入であるものを示し 8名が該当した。パターン

B (2名）とパターンGは、ともに②が未記入であり、この時点で記入できるほどテーマが具体化

していなかったことを示している。パターンGの8名は、結果として①とも連続していないテーマ

を③で挙げており、問題意識の形成過程に大きな迷いがあったと考えられる。

ノfターン
① 4/25 
新顕諜題

③7 /11 
個人テーマ

生徒の該当人数
（①が未提出の人数）

② 5/9 
アンケート

A 

業①、②、③の内容が関等とみなせる。

B 

来①、③の内容は同等とみなせるが、②は未記入である。

7 

2 

C ( 2) 

楽①と②の内容は異なるが、②と③の内容は同等とみなせる。

D 

9 

\~! 
業①と②の内容は異なるが、②と③の内容は、②であげた複数の内容の一部が③
の内容と同等とみなせるか、あるいは②の内容が③の内容と類似している。

C
」

2 

※①と②の内容は同等とみなせるが、②と③の内容は巽なる。

ct 

5 

( 1 ) 

※①、②、③とも内容が巽なる。

G 

来①、③の内容が異なり、②は未記入である。

8 

( 1 ) 

図3 テ…マ内容の関連性
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のようなことがわかる。 3名の内 2名はパターンC、Dに属しており、②において「DNAJ、「ク

ローンJというキーワードを出している。しかし③で確定した個人追究課題への連続性は見られな

い。また、もう 1名は、パターンFに属しているO ①の課題が未提出であるため、②との連続性を

判断することが不可能であった。②においては、「クローンかもJと記述しているものの、③で確

定した個人追究課題への連続性はみられない。よって、パネリストとしての経験は、必ずし

にとって、問題意識をより明確化させ、借入追究課題に結び、つくというものではないが、個人追究

課題の決定までに大きな影響を与える一つの契機となり得ることが示唆された。

また、クラス討論でのパネリストの経験に限らず、林間学校での生活全体から、街の中での生活

との環境の違いを感じ、「自然、と人の関わりJというテーマにたどり着いた生徒が 1名いた。

ヰー 3. 日／25新開課題Jで叡り上げたテーマ内蓉

パターンEに該当する 2名の内 1名は、「GWに出た新聞の宿題でたまたま選ん とても

く、『生命と環境』という学年テーマにもぜッタ 1）合ったからJ（個人研究計画書）と述べ、

また、もう l名もインタピューにおいて①で取り上げたテーマが個人追究課題決定に関与したこと

いるO さらに、パターンAに該当する生徒も「新聞で『子どもの人数が21年連続で減少し

ている』という記事を見つけて少子化問題に疑問を抱いたからJ（個人研究計調書〉と動機を述べ

ており、九／25新語課題Jで選定した記事の内容が問題意識の形成に関与していると判断できるO

らに前述したように、①においては、生徒は短期間で入手可能な記事の中から選んでいるため、

しも最も関心を抱いている問題に即し

れないパターンにおいては、

して取り上げた可能性も考えられる。

尋－ 4. 日常生活の経験

ある生徒は、「部活で使用する靴にも

気づき、そこから「靴と足の健康Jという

るわけではない。①との関連性が見ら

ことができず＼その結果②でテ

う乾と合わない靴があるJ（インタビュ…〉ことに

たどり着いた。また、避味でスポーツをして

いる生徒は、 f自分もスポーツをしていて、いったいどのような食事をとるとスポーツにいいのかJ

（個人研究計画書）という疑問から「スポーツ栄養学」という追究課題を設定した。またある生徒

は、「音楽が好きだし、音楽を聴いていたら気分が良くなるから」（インタビュー）という契機で

「音楽が人々の生活や心とどのような関係があるのか」（個人研究計画書）というねらいのもと「人

と吾楽Jという追究課題を設定した。また、「家にあるパソコンでインターネットをしていてJ（個

人研究計画書）コミュニケーション手段としてのメディアの活用に関心を持った生徒は、「メディ

アと人々 の生、活の結び、っきJという追究課題にたどり着いた。これらのように、普段何気なく送っ

ている 5常生活の中から問題意識を形成し個人追究課題を設定している。

ヰ－ 5. メディアから

fクローン人間と人権Jという個人追究課題を設定した生徒は、動機に fニュースからクローン

人間が誕生する可能性があることを知り、クローンについて考えるようになったJ（個人研究計酉

と書いているO また、「品謹改長Jを個人追究課題とした生徒は、「ニュースで肉としてさばき

やすいように、羽根が生えないようにされたニワトりのことを伝えていたJ（借入研究計画書）こ

とから、他の事11Jを調査しようと考えた。また、「テレビとかの報道もハッキリしないので自分で
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1. 中学校での学習経験

経験要因（学習） 2.林間学校での経験

3. 14/25新寵課題Jで取り上げたテーマ内容

4. 日常生活の経験

経験要因性活） 5. メディアからの影響

6. f患者との関わり

7.以前からの関心

内 面 的 要 国 8.将来の夢

9. 自分の悩み

函4 問題意識の形成！こ関与する Sつの要閣の懇型

た要国やその類型にもとづき、さらに今後、隠れた要因の発見や、要困問の関連性を考察すること

によって、よりいっそう問題意識の形成過程を明らかにできるといえる。

6. まとめ

名大附属高校 l年生の 1クラスを調査対象として、「総合人間科Jにおける借入追究課題

のJfj成過程を、テーマ内容の変遷過程と問題意識の形成に関与する

その結果、次のようなことが明らかとなった。

日／25新聞課題ム「5/30アンケートム 17/11個人テーマJの3

自しながら分析してき

おける翻人追究課題の

し、さらに 3つ られたテーマの関連性について分析した結果、

での過程が7つのパターン

ゆらぎがあることが明らかとなった。

問題意識の形成に関与する要因として、

で取り上げたテーマ内容ム『自

での間に、問

の経験ム

ディアからの影響ム F他者

との関わりよ f以前からの関心ム F将来の夢ム『自分の悩みJの9つが抽出された。また、これら

を類型化したところ、経験と自己の内直的要因の大きく 2つに分けられた。さらに経験要因に関し

ては学習を通して形成された「学習経験Jと、普段の生活での経験から形成された「生活経験Jの

2つに分けら

本研究では、問題意識の形成要因を分析するにあたり、インタピューや「個人追究テーマ発表会J

での発言内容を分析対象として利用したが、主に日／25新開課題ム「5/30アンケートム「7/11

個人テーマjの3つを主要資料として取り上げ、その記述内容に忠実に分析を行った。そのため、

に表現されていない部分に関しては、分析対象としていない。また、本研究で類型化し

に関与する要因も、記述や発言をもとにして捧系的に分類したものであり、地要因との相互の

していない。問題意識の形成には、一要国だけではなくいくつかの要因との相互作用

られる。よって、より詳細なデータをもとに他要因との関連性を明らかにし、より構造的に

問題意識の形成過翠を見ていく必要があるだろう。また、問題意識が個人追究課題へと変化する過

とその要因についてもさらに分析をすすめる必要があるO 今後は、抽出した生徒数名に着目し、

インタピュ一等を通して得られたより詳細なデータをもとにこれらの課題に取り組む予定であるO
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